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安芸太田にきてみんさい

メンバー
2111009 石森紗那 2172045 島川昇大
2172023 沖野美優 2172046 城山匠
2172026 小田千花 2251099 藤川遥
2172041 佐藤爽香

地域つながるプロジェクト

安芸太田に来てみんさい！！
国際コミュニティ学部 地域行政学科 ２年

沖野 小田 佐藤 島川 城山 山岡

人間環境学部 人間環境学科 １年
藤川
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目次

広島県の北西部に位置する
山県郡の一部を構成する町
地域の大部分が森林で
恐羅漢山や三段峡をはじめ
美しい山容を誇る西中国国定
公園など豊かな自然環境に恵
まれた地域。

安芸太田町について
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安芸太田町の人口及び高齢化率の推移 令和5年1月31日現在の人口

平成22年度～平成27年度
にかけての人口減少率

令和2年度 高齢化率

県内最小の5680人

県内2位の10.8%

県内1位の52.1%

地域の課題（人口減少）

安芸太田町には、空き家が950件近く存在する。

空き家の増加→老朽化による倒壊
防犯上の危険
景観悪化

地域の課題（空き家）

安芸太田町について分析・地域課題を知った。

仮定：空き家カフェが人口減少対策につながるのではないか

空き家カフェで提供する商品開発

昨年度の活動目標
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安芸太田町を
好きな人を増やす

魅力的な食材を生かして
安芸太田町をPR

今年度の活動目標

・安芸太田町の分析
地域の特産品や文化を学び商品案を考える。

・加計高校について
菊芋を使い商品開発を行っている。

熟義 安芸太田町の協力者
・地域商社あきおおた 様
・安芸太田町役場 様
・安芸太田町社会福祉協議会 様

加計高校訪問

菊芋のメリット
①栽培しやすい

→空き地でも育ち、土地の有効活用
②社会的課題の解決

→イヌリンによる糖尿病・肥満予防

③特産品開発
→新たな産業として雇用創出

菊芋を使った商品
・きくいもぱうだぁ
・菊芋サブレ

安芸太田町の歴史や代表する
ものから様々な商品を提案

例
モリアオガエル ドーナツ
かなくそ クッキー
ジビエ カレー

加計高校訪問

イノシシカレーに決定！！

加計高校とのコラボ

レトルト化
誰でも作りやすい

カレーに！
獣害対策

実用性が高い ZOOM会議

イノシシカレーを完成させるためには

たくさんの
認知者が必要情報不足

あったまる比治山に参加 Instagramによる情報発信

協力者
・地域商社あきおおた 様
・黒淵荘 様
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Instagram運営開始

安芸太田町の魅力
自分たちの活動

発信

たくさんの人に知ってもらう‼

イノシシカレーに需要はあるのか

どのようなイメージがあるのか

市場調査

あったまる比治山

108人に調査

30代が多い

300円代が多い

◆レトルト化するといくらで買いたいか

◆訪れた方の年代 ◆レトルト化すると買いたいか

◆ジビエに対する印象

買いたい 61.1%

臭み

調査結果

◆ジビエを食べようと思ったきっかけ
（70％の人は食べたことがある）
友達や知り合いからの紹介

◆ジビエを食べようと思わない理由
臭そう、機会がない

調査結果

友達・誘う 1.00
知り合い・誘う 1.00

より一層食べてもらうためには…

ジビエのイメージ変化
ジビエカレーの情報発信

来年度の目標

・イノシシカレーのレトルト化

・加計高校の菊芋とコラボ

・道の駅来夢とごうちでカレー販売イベントを行う
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ご静聴ありがとうございました。


